


































array 型 20ch Head Neckコイルを用いた。radial scan 法
の撮像条件は，T１WIでは，repetition time（TR）500ms，
echo time（TE）32ms，over sampling（OS）50％，coverage 
150％，bandwidth（BW）355Hz/pixel，echo train length
（ETL）9，field of view（FOV）180mm，matrix 256×256,
であり，T２WIでは，TR 3500ms，TE 97ms，OS 50％，




スは，スライスの上下に presaturation pulse を印加し，







Evaluations of plaque characteristics using 3.0T Radial scan 
method in carotid artery
Manami NAKAMURA，Takeshi MAKABE，Ryohei HATAKEYAMA
Hiroyuki UNO，Jun NIWA，Takahiro KOMEICHI
Shuichi TSUSHIMA，Norihiko SHIMOYAMA，Kazuhiro KUDOH
Yoko SHIBATA，Motomichi SAKATA




















頸動脈（internal carotid artery：ICA）起始部に homo 
iso plaque あり，ICA起始部での3.0m/s を超える高速
血流が認められ，径狭窄率48％狭窄の所見があった。ま
た，MRAとMR撮像法である不安定プラーク検出に有
用とされるmagnetization prepared rapid gradient echo
（MP-RAGE）法の画像を fig.１に示す４）。

















































とされている fibrous tissueの CRは，T１WIで0.54-1.17，
T２WIで1.51-3.79と報告されている９）。この報告から，
















先行研究では，fibrous tissue の T1値を1856ms，T2値
を59ms としているものもあり10），T1値は近似している。









　以上の結果より，3.0T radial scan法において，fibrous 
tissueを特定することは困難であった。もともと，出血を
伴わないプラークと fibrous tissue では CRの差が低い
うえ，基準となる筋肉の信号強度も個体差があるため詳
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